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-
本
誌
第
三
十
九
集
が
編
集
さ
れ
た
今
年
度
は
、
高
等
学
校
に
お
い
て
新
学

習
指
導
要
領
の
告
示
を
受
け
た
「
周
知
・
徹
底
」
の
年
と
な
っ
た
。
こ
の
中

で
、
高
等
学
校
の
国
語
科
は
、
そ
の
歴
史
上
類
を
見
な
い
程
の
「
教
科
科

目
」
構
成
の
改
変
を
経
て
、
新
た
な
学
力
観
・
指
導
観
を
問
い
直
す
契
機
を

提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
誌

〈
特
集
〉
に
お
い
て
も
、
「
変
わ
る
高
校

国
語
」
と
題
し
て
、
五
名
の
先
生
方
に
、
新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
内
実

や
そ
の
意
味
、
指
導
の
工
夫
点
や
入
試
に
つ
な
が
る
学
力
観
等
に
関
す
る
貴

重
な
ご
解
説
・
ご
提
言
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

-
ま
た
、
こ
の
新
学
習
指
導
要
領
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
思
考
力
・

判
断
力
・

表
現
力
を
一
一
層
重
視
し
た
」
改
訂
の
方
向
性
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
大
学
入

学
選
抜
改
革
を
軸
と
し
た
高
大
接
続
改
革
と
連
動
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

二
O
二
O
年
か
ら
新
た
に
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
が
実
施
さ
れ
る
。
こ

の
流
れ
を
受
け
て
、
本
誌
第
四
十
集
で
は
、
〈
特
集
〉
を
「
大
学
入
試
改
革
と

国
語
」
と
設
定
し
、
広
く
原
稿
を
募
る
こ
と
と
し
た
。

-
学
会
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
を
受
け
た
「
明
治
一
五

O
年
国
語
の
中
の
激
石
」

で
は
、
二

O
一
七
年
に
生
誕
一
五

O
年
を
迎
え
た
激
石
の
「
こ
こ
ろ
」
を
と

り
上
げ
、
四
名
の
先
生
方
か
ら
、
貴
重
な
ご
実
践
に
基
づ
く
ご
提
案
を
い
た

だ
い
た
。
現
代
の
高
校
生
を
主
体
的
に
作
品
と
対
峠
さ
せ
る
工
夫
ゃ
、
そ
の

過
程
で
「
説
得
的
な
読
解
や
表
現
の
仕
方
の
獲
得
」
を
目
指
し
た
、
。
oom-巾

口
同
印
印
円
0
0
5
等
を
駆
使
し
た
対
話
的
な
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
の
ご
提
案
と
、
い
ず

れ
も
本
学
会
会
員
に
カ
を
与
え
る
ご
提
案
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

-
〈
実
践
報
告
〉
で
は
、
お
二
人
の
先
生
に
、
興
味
深
い
新
た
な
指
導
方
法

の
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
一

編
は
、
学
習
者
自
身
に
古
典
教
材
を
考
え
さ

せ
る
取
組
み
、
も
う
一
一
編
は
、
演
劇
活
動
を
活
用
し
た
「
城
の
崎
に
て
」
の

ご
実
践
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
む
本
誌
へ
の
投
稿
〈
論
文
〉
は
、
全
て
厳
正

な
る
査
読

・
修
正
再
査
読
等
の
過
程
を
経
て
掲
載
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
〈
現
場
か
ら
〉
で
は
、
教
科
書
脚
注
に
丁
寧
に
取
り
組
ん
だ
興
味
深
い

ご
報
告
や
、
国
内
か
ら
は
高
専
教
育
、
海
外
か
ら
は
タ
イ
王
国
か
ら
の
ご
報

告
等
も
お
寄
せ
い
た
だ
け
、
本
誌
執
筆

・
購
読
層
の
厚
さ
を
実
感
す
る
も
の

と
な
っ
た
。

-
本
誌
第
三
十
九
集
は
、
「
平
成
」
最
後
の
本
学
会
機
関
誌
の
刊
行
と
な
る
。

振
り
返
れ
ば
、
平
成
と
い
う
元
号
が
始
ま
っ
た
時
期
に
、
人
々
は
パ
ー
ソ
ナ

ル

・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
一
人
一
台
時
代
に
突
入
し
、
電
子
メ
1

ル
を
使
い
始

め
た
。
そ
し
て
そ
の
約
三
十
年
後
の
今
年
度
、
本
誌
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
を
併

せ
た
発
刊
方
法
の
導
入
が
、
本
格
的
に
編
集
委
員
会
で
も
検
討
さ
れ
た
。
紙

媒
体

・
電
子
媒
体
双
方
の
良
い
点
を
有
意
義
に
活
用
し
て
、
よ
り
広
範
な
読

者
に
、
益
々
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
関
誌
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
す
る
。

本
誌
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
学
会
代
表
で
あ
る
中
嶋
先
生
、
編
集
委
員
の

江
口
先
生
、
甲
斐
先
生
、
回
測
先
生
、
天
満
先
生
、
松
木
先
生
、
事
務
局
の

稲
葉
先
生
、
康
氏
、
永
瀬
氏
に
、
終
始
あ
り
が
た
い
御
助
言
と
御
尽
力
を
賜
っ

た
。
こ
こ
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
最
後
に
、
お
忙
し
い
中
意
義

有
る
ご
論
考
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
会
員
各
位
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

改
め
て
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

(
奥
泉
香
)
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